現場福音化メッセージ
２３ 成熟したクリスチャンの生活 Ⅱコリント5:17
ほとんどの未信者(信者にも当てはまる)は、キリスト教に対する一貫した誤解をもっている。
それは、イエス･キリストを信じることは、多くの宗教のうちの一つを選ぶことだと思っていることと、イエス･キリストを信じることによって、
多くのものが奪い取られるのではないかと思っていることである。
熱心な信徒の中にも、信仰を守ることは苦労だとか、
自分のものを奪い取られることだと思っている場合がある。しかし、本当はまったく違うのである。
１．救いとはどういうものなのか
　(1)Ⅱコリント5:17には、何と書いてあるのか
　(2)古いものとは何なのか
　　①エペソ2:1－罪過と罪との中で死んでいた
　　②エペソ2:2－空中の権威を持つサタンに縛られていた
　　③エペソ2:3－神の御怒りがとどまっていた
２．成熟したクリスチャンは、ここにとどまらないで、二つのことに恵まれ続ける
　(1)神様との関係が深められ続ける
　　①Ⅰペテロ2:2－純粋なみことばの乳を慕い求めることによって
　　②ヨハネ1:12－神の子どもとされた特権を見出して味わうようになる－受け入れ、御名を信じた者
「しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった」
　　③神様の尊い恵みを継続的に得られるようになる(Ⅱペテ1:4)－約束を守る者
　(2)他の人との祝福された関係が深められる
　　①祝福された関係は何によって保たれるのか(Ⅰヨハ3:11,14)－愛
　　②新しい使命による役目が悟らされる(Ⅱコリ5:18～21)－和解の務め、キリストの使節
　　③どういう結果をもたらすのか(Ⅰヨハ1:3,4)－御父および御子イエスと交わる生活(喜びに満たされる)
３．成熟したクリスチャンには、確かな人生の方向や正しい動機が生まれる
　(1)どういう動機が生まれるのか(Ⅱコリ5:14)－キリストの愛によって
　(2)心の中心はどうなるのか(Ⅱコリ5:15)－自分のためではなく、主のために生きる
　(3)あなたの生き方(方向)は、どうあるべきなのか(コロ3:1～3)－地上にあるものを思わず、天にあるものを思う生き方(肉的ではなく、霊的なもの)
＜結論＞
クリスチャンが落胆、挫折、苦しみに直面したとき、必ず思い出すべきみことばは何か
　・Ⅰペテロ5:7－思い煩いを主に委ねなさい
　・ローマ8:28 －すべてを働かせて益としてくださる
